
リンドウの巧妙な戦略 
 

１ はじめに 
茂原公園でのリンドウの保全活動に関する 11 月の投稿に続いて、こ

の度は、リンドウの戦略について投稿させていただくことにしました。 

何故そのようにしようと思ったかと申しますと、この秋（2025年）

は高温がいつまでも続いていたことに加えて、天候が不順だったため、

開花の確認が例年より遅かった、そして、開花後も雨や曇りの日が多く

て花が閉じていることが多く、何故⁉と度々感じたことに因ります。 

 

２ フェノロジー（生物季節）と保全作業 
2-1 『千葉県の自然誌本編 5 千葉県の植物２植生』の記事から 

『千葉県の自然誌本編 5』の中にリンドウのフェノロジーについて取り上げられています。ここで

は、越冬芽の確認が 3月初め、芽生えが 4月上旬と記載されています（いずれも 1998年千葉市緑

区）。そして、開花が 10月下旬、結実、登熟が 12月上中旬とされています。 

2-2 茂原公園では・・・ 

今年（2025年）の芽生えが最初に確認できたのは 3/26でした（下左写真）。ここ数年、概ね 3

月上中旬に確認しています。開花確認は、この数年１０月中下旬、令和 3年には 10月上旬でした。

一方、この秋、10月下旬ではまだ蕾状態（下中写真）で、開花確認は 11月上旬でした。 

登熟に関しては、令和 5 年には 12 月中旬に多数確認できましたが、今シーズンは 12/25 現在

ごくごく一部しか確認できませんでした（下右写真）。 

2-3 そして、この冬・・・？ 

『千葉県の自然誌』の記載内容と茂原公園の状況を比較すると、およそ 30 年の間に１～２週間、

芽生えは早まり登熟は遅くなって、温暖化の影響か⁉ と言いたくなるところですが、場所や天候、

斜面の方向や勾配によっても条件が異なりますので、そうそう単純には参りません。 

それにしても、多くの未熟種子（色が緑色）たちは、これから冬の間にしっかり登熟して、種の拡

大繁殖に貢献するのでしょうか？とすると、今冬予定している年一回の草刈り作業のタイミングは、

登熟を確認してから？などと気になってくるところです。 

 

３ 蕾の螺旋型、何故⁉  ～AI に訊いてみました～ 

 とても気になるこの形、AIに訊いてみました。そうしたところ、 

「空間の有効活用、則ち葉や花びらが重なり合うのを最小限に抑え、

つぼみの中に効率よく収納できます。」「強度の向上、則ち螺旋構造

は、外からの圧力に対して強い安定性を持つため、まだ柔らかいつ

ぼみを保護する役割も果たします。」などとご回答くださいました。 

フィボナッチ数列に関することも・・・、お確かめください。 

令和 7年 12月６日 

令和 7年３月 26日 令和 7年 10月 28日 令和７年 12月 25日 

令和７年 11月７日 
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４ リンドウの花の開閉、何故⁉ 
4-1 植物の『傾性運動』の生態的意味 

前述のとおり、この秋は雨や曇りの日が多くて花が

閉じていることが多く、いつも朝の天気予報で晴天を

確認してから出かけていました。数カ所の保護区の中

には北向き斜面もあって、開花状態のタイミングをと

らえるのがとてもたいへんでした。 

以下は、傾性運動に関する、一般社団法人日本植物

生理学会 HP 

https://jspp.org/hiroba/q_and_a/detail.html?id=3765 

からの抜粋（コピペ）です。 

「植物が葉や花弁を閉じたり開いたりする運動の

ことを『傾性運動』と呼びます。傾性運動を起こさせる原因は（中略）一般には温度が関係していま

す。自然状態では朝光が当たり始めると花が開くことが多いのですが、その時は気温も上昇し始めて

います。（中略）虫媒花だと昆虫が来るのは気温が上がってからが普通ですので、それに合わせて開

花することも考えられます。」 

また広島県熊野町 HP では、「上を向いて咲く鐘型の花に雨が入り、花が傷むのを防ぐ働きもある

のでしょう」とのことです。 

4-2 リンドウの花が開くメカニズム 

以下は、公益財団法人岩手生物工学研究センタープレリリース（令和 4年 4月 21日） 

https://drive.google.com/file/d/1k8HQKJcaYX4P4E6Vk2t_oTC8g7HR3QeZ/view 

からの抜粋（コピペ）です。 

「リンドウの花は開花後に、温度や光に反応して開

いたり閉じたり繰り返し運動しますが、特に、開く運

動は光によって促進されます。花が開く運動は、細胞

のアクアポリンの働きによることを明らかにしまし

た。リンドウは 1 週間以上咲き続けますが、昼夜の

気温変化に反応して何度も開閉運動を繰り返すこと

が知られています。」 

 

５ まだまだあるリンドウの巧妙な戦略 
 リンドウは雄性先熟により「秋遅くの開花結実を確実にしているの

であろう。」とのことです（岡山理科大）。 右写真は某年 10月下旬、

左の花は雄性期で雄しべ５本が開いています。右の花は柱頭の先が二

つに分かれて雌性期となっています。送粉にはトラマルハナバチが活

躍しています。 

右下写真は今年 12/25、種子には翼がついていて大きさは２㎜前

後。これから冬の間に、夥しい数の種が風に乗って分布を広げる戦略

です。なお、多年草で根系でも冬越しします。  

 リンドウ（根）は健胃薬などの薬効が知られていますが、その苦さ

は熊の胆よりも苦いそうで、動物による食害から身を守るための防御

戦略の一つであると考えられます（AIによる）。しかし、地上部は結

構虫に食べられているようです。 

（記：茂原市 望月力智） 

令和２年 11月 12日 曇り 

令和２年 11月３日 曇り 

https://jspp.org/hiroba/q_and_a/detail.html?id=3765
https://drive.google.com/file/d/1k8HQKJcaYX4P4E6Vk2t_oTC8g7HR3QeZ/view
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椰子の実のわがまま 

昨年（2025）３月に友人夫婦と４人で浜名湖近辺に宿泊した。どこを回るのかと問いかけたのに対

し、「ノープラン」と返事がきた。浜名湖といえば、「うなぎ」だろうと、駅前の有名店を予約し、ヤマ

ハ発祥の地なので駅前の音楽博物館を巡る行程を示した。次の日は浜名湖から伊良湖岬までレンタカー

でドライブを提案した。 

 「なぜ伊良湖岬か？」自分の興味は「椰子の実」の流れ着く有名な場所であったことがきっかけ。椰

子の実の歌は、民俗学者柳田国男が伊良湖崎を訪問した際に、南方の海から椰子の実を発見した。椰子

の実が波に乗って流れ着いたのではないかという考えを友人である島崎藤村に告げたところ、「その話

を全部私にくれ」といって、藤村が椰子の実の歌詞にしあげたといわれている。 

 当時、柳田国男は、古代、日本列島に住み着いた人は南方から船で波に乗ってやってきて、日本に定

着したのではないかという試論を展開している。その証拠になる椰子の実だったというわけ。伊良湖岬

に近い方は恋路ケ浜といって、砂浜が広がり、南から椰子の実も流れ着くのも当然と思える雰囲気が漂

っていた。伊良湖岬から幾分離れて椰子の実の記念碑があるが、そのあたりは石がゴツゴツし、海岸と

して楽しめるほどではなかった。沖合には大型船が海面を進み大海の風情を醸しだしていた。 

 伊良湖岬と言えば、もう一つ、９月から１０月にかけてアサギマダラが飛来し、南方へ渡る中継地と

しての役割を担っている。２,０００㎞以上の長距離を移動するといわれ、世代を交代しながら、南方

へ渡っていく際の休憩地であり、フジバカマなど花の蜜を吸う姿が観察されているという。 

 さらに伊良湖岬は生き物界にとって大事な場所で、１０月にはサシバ、ハチクマなど猛禽類が数千羽

規模で渡る「タカの渡り」が見られ、その光景は壮絶だと言われている。タカ類は冬の時期は南方で生

活し、春になると日本やシベリアに渡ってくる。数千羽規模の渡りというのだからバードウオッチャー

の人気スポットだ。 

 生き物たちの命をつなぐ壮大なステージに立っている気分になれたのだが、ほかの３人は感想もな

い、興味が湧かない表情だった。自分だけとても満足した。訪れた３月はアサギマダラもタカ類も見当

たらず、椰子の実が見つかったということが伝わっている碑があるだけで、とりわけ見るべき物もない

のだった。 

真っ黄色に染まった菜の花畑の中の国道を２時間近くドライブしていると、むせかえるような菜の花

の香りが車内にも漂って来て、「菜の花見ていこうか？」と誘ったにも

かかわらず、その答えも

ないまま、車は進んだの

でした。長時間のドライ

ブに付き合ってもらった

友人夫婦には気の毒だっ

たが、伊良湖岬を訪ねる

我儘を許してくれたこと

に感謝するのでした。 

（松戸市 藤田 隆） 

  

 

アサギマダラ（姫木平） 

 

ハイタカの幼鳥 
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大根あれこれ 

秋から冬は大根の旬ですから、煮物、汁物、漬物と頻繁に食卓に上ります。和風のお袋の味です。 

原産地については地中海から中東方面とする説とアジアが原産地とするなどの諸説がります。 

日本には弥生時代に伝わったそうです。海辺で見られるハマダイコンは栽培種の大根が野生化してものと記憶し

ていたので、この原稿を書くに当たり確認の為、インターネットの最新情報を検索すると古い常識は覆されてい

ました。ハマダイコンはアジアに起源のもので、栽培種の大根とは異なるDNAを持つ別種というのです。 

それにしても両者の花は別種とは思えない程に酷似しています。下の２枚は笑える芸術的な失敗作。 

  

ハマダイコン 大東岬 ハマダイコン 三番瀬 

  

栽培大根 自家菜園 栽培大根 自家菜園 

  

まともな大根が全く出来ていない訳ではありませんので、念の為         佐倉市  坂本文雄 


